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巻頭インタビュー

ちで依頼が舞い込み、軌道に乗せることができました。

──立地リサーチとおっしゃいましたが、医療施設開

設に適した立地というのはどのように判断していくの

ですか？

大下　一般には「最寄り駅の乗降客数」、「近隣の同業

者数」などを参考にするようですが、これは私に言わ

せれば“机上リサーチ”です。駅の乗降客というのは通

勤通学など内外を移動する人の数であり、患者数に比

例するわけではありません。また同業者についても、

同じ科目を標榜する施設数を見るだけでなく、それら

が住民のニーズに合ったクリニックであるかどうかを

リサーチすべきです。そのようなことから私は、立地

候補地に足を運び、「このあたりに内科はあります

か？」、「通院に不便はありませんか？」といったこと

を地元の人に直接聞いて回るようにしました。

──いわゆる「飛び込み」ということですよね。いぶか

しがられませんか？

大下　（笑）。それが医療のいいところで、「医院が来

てくれるなら」と、結構皆さん進んで話してくれます。

「近くに整形があるけど、どうもね」とか、「いい先生

がいるのだが、通院するにはちょっと遠いんだよね」、

「あそこの医院は駐車場がないので不便だ」など、精緻

ではないにせよ、地域のおおよその情報は手に入りま

す。そういうものを収集し、「ここは開業してうまく

いく・いかない」と、私の判断を開業予定の医師に伝

えてきました。

　思うに、医療施設をつくる際には「人助け」と「利益」

という２つの要素がありますが、利益を優先する“医

療企業”はそれこそ乗降客数などに目を奪われ、地元

患者ニーズに応えていくことで
地盤を築き、利益につなげる

──保険薬局のチェーン展開を行っておられますが、

以前はクリニックの開業支援をされていたと伺いまし

た。

大下　そもそもは建築美術関連の企画、施工を主とし

た仕事をしていたのですが、ひょんなことからクリニ

ックの開業にかかわるようになりました。ある時、知

り合いのドクターが「開業するクリニックの図面なの

だが、どうにもイメージが湧かない」と、設計図が読

める私のところにやってきたのです。そこで、色を付

けたパースのような絵に描き起こしたところ大変喜ば

れまして、「われわれ医師は医業以外のことには疎い

から、開業にあたっての具体的な業務を手伝ってくれ

ないか」と声を掛けられたのです。私も一念発起し、

どのような場所が開業にふさわしいかといった立地リ

サーチから、職員雇用のノウハウ、診療報酬の仕組み

など、クリニック開設に関するあらゆることを勉強し

ました。その甲斐あって、個人で始めた開業支援事業で

したが、広告を打たずとも紹介に次ぐ紹介というかた

人材こそ経営戦略の最大の武器
経歴より人間性を重視し、よきスタッフを揃えていく

　株式会社オール・プラン社では、「住民に信頼され選ばれる薬局作り」を目指し、地元・神奈川県伊勢原
市を中心に着実に店舗拡大を行ってきた。その一方で、今春からは広島県という新たな地で、介護事業と
いう新規事業にも乗り出している。「対ドクター、対患者というそれぞれの信頼関係の上に、今日の当社
がある」とする代表取締役社長・大下新治氏に、経営者としての姿勢について伺った。

株式会社オール・プラン社
代表取締役社長 　大下 新治 氏

■株式会社オール・プラン社　概要■
　1986年５月、クリニック開設を支援する個人事業所を起業。
1989年、保険薬局のチェーン展開に乗り出すため、株式会社
オール・プラン社を設立。2015年２月現在、神奈川県下を中心
に15店舗、従業員100人（うち薬剤師75人）を抱えるに至っている。
　数年前より介護事業参入にも動き出し、この３月には瀬戸内海
の倉橋島（広島県呉市）に「ふるさといやしの村健康維持センター」
をオープン。島民の健康維持・増進を図っていく。
本社所在地：〒259-1141 神奈川県伊勢原市上粕屋1271-3
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住民のニーズからずれた施設になってしまうことがま

まあるようです。私も事業者ですから利益を追求しな

ければなりませんが、まずは「患者さんを助ける」とい

う医療施設の使命を果たす必要があると考えます。例

えば、医療施設の少ない地域であれば、プライマリ・

ケアを補えるよう併科標榜するなど、住民ニーズを満

たしていくこと。それが「住民から選ばれるクリニッ

ク」につながり、結果として利益も出てくるわけです。

　そのようなことから、「開業するドクターのお手伝

い」という立場ではありましたが、「そんなことは患者

ニーズにそぐわないですよ」、「院内がこんな雰囲気で

は患者さんは離れて行きますよ」など、院長等経営者

に歯に衣着せぬ物言いもずいぶんしてきましたね（笑）。

しかしドクター側も、「患者さんから信頼され、選ば

れるクリニックになってほしい」という私の思いをわ

かってくださり、強い信頼関係が築けたと自負してい

ます。

──その後、現在経営されているオール・プラン社を

設立されました。こちらはどういう経緯だったのです

か？ 

大下　クリニックの開設支援を行っているころから、

「薬局もやらないか」との打診はありました。けれども

医業と薬局業は併行して行えませんから、薬局事業に

ついては他者に回していたのです。ところがあるドク

ターから、「開業時のリサーチから職員の採用・教育、

その後のフォローまでかかわってきたのだから、保険

薬局まで責任を持ってやれ」と言われてしまいました

（笑）。「それもそうかな」と思い、クリニックのほうか

らは手を引き、今度はそれまで開業支援してきたクリ

ニックを調剤という側面から支援できるよう、それぞ

れの門前で薬局展開を始めたわけです。

──ということは、御社下の薬局では門前のドクター

とすでに信頼関係があり、地域包括ケアなどで連携す

るにもやりやすい環境にあるということですね。

大下　はい。一般には「医師が上、薬剤師は下」と考え

る風潮がまだ根強いようですが、私はクリニックの開

設をお手伝いしている時から、先生方にそういう職種

間の上下意識を捨ててもらっており、忌憚ない意見を

言い合ってきました。その気風は当社の薬局各店舗に

も引き継がれており、これは大きな強みだと思います。

　また、門前ではなく初めて処方箋を応需したドクタ

ーに対しても、当社の薬剤師は遠慮なく疑義照会をか

けています。なかには「生意気な薬剤師だ」と面食らう

人もいるようですが（笑）、相手が誰であれ、薬の専門

家としての意見はしっかり伝えていかねばならないし、

逆にそのほうが「あの薬局は骨があって信頼できそう

だ」と評価されていくものです。

スタッフには、人柄のよさ、
医療人としての姿勢を問う

──クリニック開業支援に続き、薬局事業のほうも順

調のようですが、秘訣は何なのでしょう。

大下　どんな分野にも言えると思いますが、私は事業

を行う上で最大の武器になるのは、人柄のよいスタッ

フを揃えていくことだと思います。技術的なものは、

習得するスピードに個人差はありましょうが、あとか

らいくらでも磨いていけます。しかし人間性というも

のは、大人になってから修正するのはなかなか難しい。

ですから、「この人はどんな人か」ということに着目し

て人を採ることが健全経営につながると考え、スタッ

フ募集の際には私が１対１で面接してきました。

──社長直々の面接とは緊張しますね。どのようなこ

とを聞くのですか？

大下　大層な話をするわけではありません。例えば事

務職については、薬局事務の資格や経験の有無より、

「きちんと挨拶ができるか」、「人と仲良くできる人か」

といったことを面接を通して見ていきます。些細なこ

とのように思えますが、礼儀だとか他者とのコミュニ
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ケーション力といったことは、「患者さんが気持よく

利用できる店舗づくり」に欠かせない要素ですからね。

　店舗数も増えたいまは、スタッフ採用は各店の責任

者に任せるようにしました。しかし「人柄を重視して

採りなさい」ということは、幹部らにきっちり伝えて

おり、彼らも実行してくれています。おかげで私も店

舗間を走り回らずに済むようになりました。ただ、現

場スタッフと会う機会が減った分、社長たる私の顔を

なかなか覚えてもらえないという悲しさはありますね

（笑）。

──人柄重視とのお話ですが、有資格者である薬剤師

に対してはどのような要望・課題をお持ちでしょう

か？ 

大下　専門職としての姿勢を振り返ってほしいと思う

ことがありますね。かつては「薬剤師免許など、取っ

てどうするの？」と半ば揶揄されていた薬剤師ですが、

いまでは「医療に不可欠な存在」と持てはやされるよう

になりました。そのため、「われわれ薬剤師はすごい

のだ」と天狗になったり、あるいは「食いっぱぐれがな

いから」という理由で薬剤師を目指したりする人が出

てきました。けれども、そのように尊重される時代が

今後も続いていくとは限りません。ですから資格に甘

んじるのではなく、やはり「医療分野で頑張りたい」と

か、「いい医薬品を開発していきたい」といった志のも

とに職務をまっとうしていってほしいと思います。薬

局という職場に言及するならば、そうした志に加え、

コミュニケーション力や人に頭を下げられる謙虚さが

必要だと思いますし、今後の日本社会を思えば、弱者

を大切にする姿勢がより一層求められるでしょう。

──最終的にはやはり「人間性」ということですね。あ

りがとうございました。次号は在宅医療や介護事業へ

の参入について伺いたいと思います。

◆中戸川千晶さん（勤続10年）

　面接とは、面接官がデン

と座って応募者を待ち構え

ているものだと思っていま

した。ところが当社の面接

では、部屋に入ったら社長

が起立して出迎えてくださ

り、自己紹介も社長のほうからされるという具合

でした。「腰の低い方なんだな」と思いましたが、

社長のそういう姿勢は10年経ったいまも変わり

ません。本社で経理や総務的なことをやっていま

すが、働き心地はとてもよく、ずっと勤めていき

たいと思っています。

◆岸本尚子さん（勤続14年）

　書類選考もなく、いきな

り社長との１対１の面接だ

ったので、ちょっと驚きま

した。質問は家族のことや

大学での活動内容などで、

特に難しいことは聞かれな

かったと記憶しています。14年勤務してきまし

たが、社長は気さくで社員みんなに家族のように

接してくださいますし、社員同士の仲もいいです。

友人たちの話では、職場での人間関係に悩むこと

も多いようで、私は恵まれた環境で働けているな

と感謝しています。

　オール・プラン社のスタッフに聞きました　 社長直々の面接にびっくり！
　「人材こそ経営の要」とし、自らスタッフ採用の面接に臨んできたという大下氏。本誌取材時に居合わ

せた社員お二人に、実際にどのような面接を受けたのか振り返っていただいた。
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地域包括ケアが支える「高齢者の尊厳と自立」

地域包括ケア時代の
　薬局・薬剤師の役割

ファルメディコ株式会社
大阪大学大学院医学系研究科
生体機能補完医学講座

医師・医学博士 狭間 研至

　皆さま、こんにちは。ڱ間ݚ至です。前回まで̐年
間、薬剤師がόイタルサインをどうଊえ、どう活用し
ていくかというお話をしてまいりました。連ࡌ開始か
ら̐年近くがա͗、ずいぶんと時代が変わりました。
薬剤師が携わることについて๏的ղऍ問題や医療にお
ける意義などについても、私自਎もいろいろと整理が
つき、理ղがਂまりました。̒年੍教育を受けた薬剤
師が現場で活動し始めて３年になろうとしています。
そこで、ςーマを࡮৽して৽たな連ࡌを୲当させてい
ただくことになりました。վめてよろしくおئいいた
します。

 のΩーϫーυʮ地ҬแׅέΞʯをࠓࡢ
վΊてݟ௚してΈるとʜ

　৽連ࡌのςーマとしていくつかの候補がڍがりまし
たが、今回のΩーϫードは「地域包括ケア」です。最
近ではいろいろなところで取り上げられる言༿なので、

「あ͊、聞いたことあるよ」という方も多いのではな
いでしょうか。しかし、その実ଶというか、イメージ
や目的をվめて見直したという方は意外と少ないかも
知れません。
　かくいう私もその一人で、少し前にߨԋの依頼をい
ただいた際に「地域包括ケア」について話をしてཉし
いということがあり、վめて調べた際にその実ଶを知
って驚いたことがあったのです。
　私は、「地域包括ケア」というのは、どちらかとい
えば෱ࢱや介護寄りの話で、メンタルもしくはフΟジ
Χルに何らかの課題を持った方が、その人らしくաご

せるように、皆で力を合わせて行こうということだろ
うと思っていました。医療としては関わることは関わ
るけれども、その立ちҐஔは、まさにΩュア（$VSF）
からケア（$BSF）へと変わっていくだろうとも考えて
いました。もちろん、これはこれで良いのですが、ニ
ュアンスが大きく変わっていることに気がつきました。

ް࿑ল͕ࣔ͢地ҬแׅέΞの֓೦ 
そのୡ੒にはޙࠓの医療のؔΘりํ͕重ཁに

　「地域包括ケア」の֓念は、ް生࿑働লのウェϒサ
イτにࡌっています（IUUQ���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�
TFJTBLVOJUTVJUF�CVOZB�IVLVTIJ@LBJHP�LBJHP@
LPVSFJTIB�DIJJLJ-IPVLBUTV�）。ߨԋの下調べとし
てこのサイτを読んでいたときに、私のイメージとい
うか、先入؍とはずいぶんҟなることに気がつきまし
た。
　まず、目的が介護保険๏ୈ１৚に໌記されている「ߴ
ྸ者の尊ݫの保持と自立生活の支援」を実現し、「可ೳ
な限り住み׳れた地域」で、「自分らしい฻らし」を「人
生の最ظまで続ける」ためのシスςϜとして「地域の
包括的な支援・サーϏスఏڙ体੍」の構築が必要で、
それこそが「地域包括ケアシスςϜ」だと記ࡌされて
いました。さらには、そのୡ੒のظ限として 2025 年

（ฏ੒ 37 年）を目్とすると໌記されていたのです（図）。
　よく考えてみれば当વのことなのですが、΅んやり
と「要介護ྸߴ者を支える仕組みを手ްく࡞るんだろ
うな」と考えていた私にとっては大きなিܸでした。
　なかでもҹ৅的だったのは、「ྸߴ者の尊ݫの保持」

「自立生活の支援」というその目的でした。私も現在、
の方を対৅とした医療に、医師そして薬局経営者ྸߴ
として従事していますが、生活全般の介護を必要とさ
れている方がいらっしゃいます。それらの方々を手ް
く見कることが目的ではなく、その方の尊ݫをどのよ
うに保持するのか、そして、自立した生活をどのよう
に支えていくのかということを目的に考えていこうと
いう姿勢は、素੖らしいと思いました。それと同時に、
これをୡ੒するためには、医療の関わり方はඇৗに重
要になってくるはずだと感じました。

第１回

目的 高齢者の尊厳の保持
自立生活の支援

住み慣れた地域
自分らしい暮らしを最期までを可能にする
地域の包括的な支援・サービス提供体制

目途

keyword

2025年（平成37年）
© Kenji Hazama,M.D.,Ph.D.

図　地域包括ケアシステム（2013 厚労省）
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薬局・薬剤師のための

がん患者への薬学的介入メソッド
第6回

Pharmacy Digest的 わかりやすいがん治療
－慢性骨髄性白血病（CML）－

センター౦ප院 薬剤部ڀݚ立がんࠃ
日本医療薬学会ೝ定 がん専門薬剤師 ໺ଜٱ঵

はじめに

　骨਷の中の଄݂幹細๔から分Խして、多くの੺݂

られます。ຫ࡞খ൘などの݂ӷ細๔が݂・ٿന݂・ٿ

性骨਷性ന݂ප（DISPOJD NZFMPHFOPVT MFVLFNJB：

$.-）は骨਷増৩性जᙾの一種であり、この଄݂幹細

๔ϨϕルがजᙾԽすることで発঱します。$.- は、

ന݂ٿや݂খ൘の増加をೝめるが自覚঱ঢ়の๡しい時

性骨਷性ന݂පٸ。に多くの患者が診断されますظ

（"--）がຫ性Խした࣬患ではありません。

疫学とリスク因子

　$.- は、年間に10ສ人あたり１人ఔ度発঱し、

すべてのന݂පの20ˋఔ度を઎めます。$.- の原

Ҽは、Ҩ伝ࢠのಥવ変ҟと言われています。ಥવ変ҟ

の原Ҽは໌らかにされていません。$.- の患者の

95ˋ以上で、フΟラデルフΟアછ色体ҟৗがೝめら

れています。このフΟラデルフΟアછ色体とは、23

対（46本）あるώτのછ色体において、̕൪目と22൪

目のછ色体が్中から切れて入れସわり、つながって

できたもの（相ޓస座）です（#DS-BCM Ҩ伝ࢠ）。৽しく

できた #DS-BCM Ҩ伝ࢠがന݂පを࡞り続けます（図̍）。

CML の代表的な治療

　$.- の࣏療には、#DS-BCM チロシンΩφーθ્֐

剤（#DS-BCM 5,*）療๏、同種଄݂幹細๔移২、インター

フェロンЋ療๏、などがあります。今回は、保険薬局

で調剤する機会の多い #DS-BCM 5,* 療๏についてղ

આします（ද̍）。

̍）ΠϚνχϒ（ඪ४඼໊ɿάϦϕοΫ�）

　ୈ一ੈ代の #DS-BCM 5,* とされ、2005年̒月に

薬価収ࡌされました。適応としては、ຫ性骨਷性ന݂

ප、,*5（$%117）ཅ性ফԽ؅間質जᙾ（(*45）、フ

ΟラデルフΟアછ色体ཅ性ٸ性リンパന݂පに用いら

れます。また、̓年生存཰など長ظの臨চデータがあ

ることも特௃です。

̎）χϩνχϒ（ඪ४඼໊ɿλシάφ�）

　ୈ二ੈ代の #DS-BCM 5,* とされ、2009年３月に薬

価収ࡌされました。#DS-BCM に対する਌࿨性の޲上を

目的として࡞られた੡品であり、ߴい਌࿨性と強い્

活性があります。食事により݂中ೱ度が上ঢするた֐

め、෭࡞用の発現がߴくなる可ೳ性があることから、食

前１時間、食後２時間の෰用はආけるようにしましょう。

ද̍　 $.- ʹର͢Δༀࡎͷํ͍࢖
薬໊ࡎ ౤༩ྔ ओな෭作༻

イマチニϒ ʪຫ性ظʫ１日１回食後400ᶴ内෰。݂ӷ所見、年ྸ・঱ঢ়
により適ٓ増減、600ᶴまで増ྔ可

ʪ移行ظまたはٸ性ظʫ１日１回食後600ᶴ内෰。݂ӷ所見、
年ྸ・঱ঢ়により適ٓ増減、１日800ᶴ（400ᶴを１日２
回）まで増ྔ可

ൽ਄
体ӷஷཹ
؊ো֐
೑௧、関અ௧ے

ニロチニϒ ຫ性ظまたは移行ظのຫ性骨਷性ന݂ප
１回400ᶴを食前１時間以上前、または食後２時間以降に
１日２回12時間ຖを目҆に内෰
初発のຫ性ظのຫ性骨਷性ന݂පの場合
１回౤༩ྔは300ᶴ
患者のঢ়ଶにより適ٓ減ྔする

25D Ԇ長
アミラーθ上ঢ
リパーθ上ঢ
݂౶上ঢ

μサチニϒ ʪຫ性ظʫ１日１回100ᶴ内෰。患者のঢ়ଶにより適ٓ増減、
140ᶴまで増ྔ可

ʪ移行ظまたはٸ性ظʫ１回70ᶴを１日２回内෰。患者のঢ়
ଶにより適ٓ増減、１回90ᶴを１日２回まで増ྔ可
性リンパٸ性のフΟラデルフΟアછ色体ཅ性࣏発または難࠶
性ന݂ප
１回70ᶴを１日２回内෰。患者のঢ়ଶにより適ٓ増減、１
回90ᶴを１日２回まで増ྔを考慮

25D Ԇ長
ਫஷཹڳ
心೯ӷஷཹ
ফԽ؅出݂

図̍　#DS�BCM Ҩ఻ࢠͷܗ੒

BCM

CDS

̕൪છ色体

22 ൪છ色体

変ҟした
̕൪છ色体

相ޓస座する

フΟラデルフΟア
છ色体

CDS-BCM

CDS-BCM が࡞り出すタンパク（チロ
シンΩφーθ）が活性Խされ、ന݂
ප細๔のҟৗ増৩を引き起こす
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̏）μανχϒ（ඪ४඼໊ɿスϓϦηϧ�）

　ୈ二ੈ代の #DS-BCM 5,* とされ、2009年３月に

薬価収ࡌされました。適応としては、ຫ性骨਷性ന݂

ප、࠶発または難࣏性のフΟラデルフΟアછ色体ཅ性

性リンパന݂පにも用いられます。#DS-BCMٸ だけで

なく、多くの受容体を્֐します。イマチニϒ଱性

BCM Ωφーθドメイン変ҟのうち、いくつかの変ҟに

対して細๔ো࡞֐用があります。

Bcr-abl TKI 投薬における注意点

˔૬࡞ޓ༻

୅ँ：$:13"4્֐・༠ಋ࡞用がある薬剤、$:-

13"4で代謝される薬剤との併用に஫意が必要です。

・ アκール߅ܥਅە剤、Τリスロマイシン、クラリス

ロマイシン、άϨープフルーπジュース

ˠ $:13"4活性を્֐するため、イマチニϒの݂

中ೱ度が上ঢする可ೳ性がある。

・フェニτイン、デΩサメタκン、Χルόマθピン、

リフΝンピシン、フェノόルϏタール、セイϤウオ

τΪリιウؚ有食品

ˠ $:13"4を༠ಋするため、イマチニϒの݂中ೱ

度が低下する可ೳ性がある。

薬֐剤、)2ϒロッΧー、プロτンϙンプ્ࢎ੍・

ˠ 5,* のٵ収が཈੍し、݂中ೱ度が低下する可ೳ

性があるため、同時౤༩はආける。੍ࢎ剤に関し

ては౤༩前と౤༩後２時間はۭける必要がある。

　このほか、多くの併用஫意薬剤があるため、౤薬の

際は各薬剤ఴ付จ書の֬ೝが必要です。

˔෭࡞༻

　特௃的な෭࡞用についてはද̍を参照してください。

　また、一般的な෭࡞用である݂ӷಟ性とফԽ器ಟ性

を薬剤ごとに比ֱして、ද̎にࣔします。݂ӷಟ性に

関しては、感છ঱対ࡦのためのうがい・手ચいの指ಋ、

݂খ൘減少に対するոզや打๾などの生活上の஫意が

必要です。ѱ心・ᅅుや下ཀྵに対しては、発生した場

合のために಴用で %2ϒロッΧーやࢭᖞ薬などの४උ

や指ಋも必要です。

おわりに

　内෰߅がん剤は、े分なޮ果を現すためにはしっか

りとした෰用が大切です。$.- において、アドώア

ランスが90ˋ以下と90ˋよりߴい場合では、࣏療の

ѱԽの཰に差があることがࣔされた報告１）もあります

（図̎）。そのため、薬局での෰薬指ಋにより内෰アド

ώアランスをߴめることは、ඇৗに重要な役ׂと言え

ます。

　また、最近の内෰分ࢠ標的࣏療薬はඇৗにߴ価です。

2011年のถࠃのアンケーτ調ࠪでは、１つ以上の処

方薬を෰用している患者1
226໊のうち48ˋが、経

済的理由で෰薬や࣏療を߇えていると回౴がありまし

た。その1
226໊のうち28ˋが、医師から処方され

た薬を、薬代を減らすためにޡった使い方をしてい

る２）との報告例もあるため、౤薬の際は、薬局薬剤師

が経済的な面をؚめた෰薬指ಋをすることが望まれて

います。

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ
ݙจߟࢀ
１） .BSJO %ɼFU BMɽ+ $MJO 0ODPMɽ2010 .BZ 10ʀ28（14）：

2381-8ɽ
２） $POTVNFS 3FQPSUT /BUJPOBM 3FTFBDI $FOUFSɼ"OOVBM 

4VSWBZ PO NFEJDBUJPO BOE IFBMUI-DBSF VTFɽ

野村ٱ঵（のむら・ひさなが）ç 
　1998年౦ژ薬科大学ଔ業、ҍྛ大学医学部付ଐප院に入職。
2009年ܚጯ義क़大学大学院薬学ڀݚ科修ྃ後、2010年同院臨চ
立がんࠃ験؅理ࣨに഑ଐ。2012年同院薬剤部を経て、2013年ࢼ
センター౦ප院薬剤部、現在に至る。日本医療薬学会がん専門ڀݚ
薬剤師、日本医療薬学会がん指ಋ薬剤師、日本医療薬学会ೝ定薬剤師。

ද̎　֤ༀࡎͷ݂ӷಟੑͷස౓ͱফԽثಟੑͷස౓
ΠϚνχϒ χϩνχϒ μανχϒ

݂খ൘減少（ˋ） 34�3 21�4 34�0
ന݂ٿ減少（ˋ） 40�0  9�3 21�5
（ˋ）減少ٿ中޷ 42�9 12�9 34�4
ᅅు（ˋ） 25�7 29�4 ʕ
ѱ心（ˋ） 76�8 32�4 26�0
下ཀྵ（ˋ） 53�1  8�0 17�4

（各標४品ఴ付จ書よりൈਮ）

「イマチニϒをきちんとҿめた཰90ˋ」とは、１日１回෰用するイマチニϒ
ৣを30日間で３日（３回）ҿまなかったঢ়ଶのこと。

図̎　 ΠϚνχϒৣΛ̒೥ؒ෰༻ͨ͠ऀױͷ͏ͪޮՌ͕
ೝΊΒΕͨऀױͷׂ߹̍）

93�7

13�9

100

80

60

40

20

0
ʼ90ˋ ʽ90ˋ

きちんとҿめた཰

（ˋ）

効
果
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 虚݂性心࣬患とは

　今回と次回で、虚݂性心࣬患についてお話しします。

　虚݂性心࣬患は、心ଁのӫཆ݂؅であるףঢ়動຺のࡥڱ

またはด࠹等によってひき起こされます。主な࣬患として、

心ڱ、࠹ߎے心঱があり、ڱ心঱は、࿑࡞性ڱ心঱と҆੩

時ڱ心঱に分類されます。࿑࡞性ڱ心঱は、運動したとき

に起こるڱ心঱です。動຺ߗԽなどでף動຺がڱくなると、

運動時に増加した需要に見合う݂ྲྀが心ےにे分にڅڙさ

れないために、心ے虚݂ঢ়ଶとなり、ڳ௧発࡞が起こりま

す。҆੩時ڱ心঱は、҆੩時にף動຺のᏀॖが生じて発࡞

が起きるものです。

 虚݂性心࣬患の࣏療

　虚݂性心࣬患に対する࣏療には、大きく分け、１ɽ薬物

療๏ ２ɽΧςーςル࣏療 ３ɽ手術ʕʕの３つがあります。

薬物療๏では、ᶃ঳ࢎ薬、ᶄ $B ፰߅薬、ᶅЌः断薬、ᶆ

、療および手術は࣏খ൘薬が使われます。Χςーςル݂߅

薬物療๏だけでは不े分な場合に施行されます。

˔ༀ෺ྍ࣏ʹ༻͍ΒΕΔྍ࣏ༀ

ᶃ঳ࢎༀ

薬がୈ一選୒薬となります。直接ࢎ時には঳࡞心঱発ڱ　

。虚݂をվળしますےを増加させ心ྔྲྀ݂ף動຺を֦張しף

ઉ下またはスプϨーのߢޱ内෾ໄを行います。

ʲ঳ࢎༀͷ஫ҙ఺ʳ

１ɽด۱֯࠹྘内োの患者さんにはې忌です。

２ ɽϗスϗジΤスςラーθ５્࡞֐用を有する薬剤（シル

デφフΟルクΤンࢎԘ、όルデφフΟルԘࢎԘਫ࿨物、

タμラフΟル）またはάアニルࢎシクラーθ࡞ܹࢗ用を

有する薬剤（リオシάアτ）を౤༩中の患者さんにはې忌

です。

３ ɽա度に使用した場合、ܹٸな݂ѹ低下による意識૕ࣦ

を起こすことがあるので、用๏・用ྔにे分஫意します。

̐ɽ起立性低݂ѹを起こすことがあるので஫意します。

５ ɽ݂؅֦張࡞用による頭௧等の෭࡞用が起こりやすく、

これらの෭࡞用のために஫意力、集中力、൓ࣹ運動等の

低下が起こることがあるので、このような場合には、自

動車の運స等のة険を൐う機ցのૢ࡞には従事させない

ように஫意します。

̒ ɽ঳ࢎ薬使用中に本剤または他の঳ࢎ・ѥ঳ࢎΤスςル

用が減弱すること࡞、薬଱性を生じࢎ薬剤に対し、঳ܥ

があるので஫意します。

̓ ɽ݂ѹ低下࡞用等が増強されるおそれがあるため、アル

コールとの併用は஫意します。

̔ ɽઉ下ৣはઉ下で༹ղさせ、ߢޱ೪ບよりٵ収されて଎

やかにޮ果を発現するので、内෰ではޮ果がないことを

આ໌します。

̕ ɽ঳ࢎ薬ష付剤では、自動体外式আ細動器（"&%）の๦

げにならないようにష付部Ґを考慮し、ൽෘܹࢗをආけ

るため、ຖ回ష付部Ґを変えるよう指ಋします。

ᶄ $B ፰߅ༀ

　݂؅ฏے׈細๔内 $B2� ྲྀ入を཈੍する $B ፰߅薬はף

Ꮐॖ予๷にۃめて有ޮであり、ףᏀॖ性ڱ心঱࣏療のୈ一

選୒薬とされています。

ʲ$B ፰߅ༀͷ஫ҙ఺ʳ

１ ɽٸに $B ፰߅薬の౤༩を中ࢭしたとき、঱ঢ়がѱԽし

た঱例が報告されているので、本剤のٳ薬を要する場合

はঃ々に減ྔし、࡯؍をे分に行います。また、患者さ

んに医師の指ࣔなしに෰薬を中ࢭしないように஫意しま

す。

２ ɽ降ѹ࡞用にجづくめまい等があらわれることがあるの

で、ߴ所࡞業、自動車の運స等ة険を൐う機ցをૢ࡞す

る際には஫意します。

３ ɽ೛්または೛৷している可ೳ性のある්人にې忌です。

̐ ɽニιルジピンৣは、イτラコφκール、ミコφκール

を౤༩中の患者にې忌です。

５ ɽϕニジピンԘࢎԘの̐ᶴ੡剤、̔ᶴ੡剤の分ׂ使用時 

分ׂ後はःޫのうえ、ૣめに使用します。

̒ ɽϕラパミルは、μϏΨτランの࡞ݻڽ߅用が増強する

ことがあるので、μϏΨτランΤςΩシラーτの用ྔ調

અや౤༩間ִを考慮するなど、౤༩方๏にे分஫意します。

෰ༀࢦಋのϙインτ࣮ફ࠲ߨ
ୈ��ճ　　݂ڏ性৺࣬患ʢ�ʣ

クオール株式会社　市ଜ߁உ、長পະՃ
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ᶅЌःஅༀ

　Ќः断薬は、݂ѹや心ഥ数を཈੍し心ࢎے素ফඅྔを低

下させることでڱ߅心ޮ果を発شします。

ʲЌःஅༀͷ஫ҙ఺ʳ

１ ɽ気؅支ᄶଉ、気؅支ᙲᏀのおそれのある患者さんには、

気؅支ฏے׈のЌ受容体をः断することで、気؅支ےを

収ॖし、঱ঢ়をѱԽさせるおそれがあるためにې忌また

は৻重౤༩です。

２ ɽЌः断薬使用中のڱ心঱の患者さんでٸに౤༩を中ࢭ

した場合、঱ঢ়がѱԽしたり、心࠹ߎےを起こした঱例

が報告されているので、ٳ薬を要する場合はঃ々に減ྔ

し、࡯؍をे分に行います。また、患者に医師の指ࣔな

しに෰薬を中ࢭしないよう஫意します。

３ ɽ２ि間以上ٳ薬した後、౤༩を࠶開する場合には、低

用ྔから開始し、ஈ֊的に増ྔが必要な薬剤もあります。

̐ ɽ౤༩は少ྔより開始し、長ظ౤༩の場合は心機ೳࠪݕ

（຺ഥ・݂ѹ・心ి図・ᶠઢ等）を定ظ的に行います。特

にঃ຺になったとき及び低݂ѹを起こした場合には減ྔ

または中ࢭします。

５ ɽめまい、ふらつきがあらわれることがあるので、本剤

౤༩中の患者さん（特に౤༩初ظ）には、自動車の運స等

。業に஫意します࡞険を൐う機ցのة

̒ ɽ手術時はຑਲによりަ感神経活性が低下しているため、

Ќः断薬により活性がさらに低下し、心機ೳが཈੍され

るおそれがあるため、手術前48時間は౤༩しないこと

が望ましいとされています。

̓ ɽЌः断剤෰用中の患者さんでは、他の薬剤によるアφ

フΟラΩシー൓応がより重ಞになることがあり、また、

通ৗ用ྔのアドϨφリンによる࣏療ではޮ果が得られな

い場合があります。

̔ ɽ׊色細๔जの患者さんでは、୯ಠ౤༩によりܹٸに݂

ѹが上ঢすることがあるので、Ћः断剤で初࣏ظ療を行

った後に本剤を౤༩し、ৗにЋः断剤を併用します。

ᶆ݂߅খ൘ༀ

　動຺ߗԽにجづく݂ખには通ৗ݂߅খ൘薬が使用されま

す。ڱ心঱、心࠹ߎےの２次予๷、などに用いられます。

ʲ݂߅খ൘ༀͷ஫ҙ఺ʳ

　出݂޲܏及びその素Ҽのある患者さんには஫意します。

通ৗよりも出݂しやすくなることをઆ໌し、ҟৗな出݂が

ೝめられた場合には医師に連བྷするよう஫意をଅします。

また、他院（他科）を受診する際には、෰用しているࢫを医

師に必ず伝えるよう患者さんに஫意をଅします。主な݂߅

খ൘薬の஫意఺をදにࣔします。

 日ৗ生活における஫意఺

　虚݂性心࣬患の発঱は、加ྸやҨ伝などに加えて、݂ߴ

ѹ、౶೘ප、ࢷ質ҟৗ঱、٤Ԏなど介入可ೳなة険Ҽࢠの

関༩が໌らかにされています。

　虚݂性心࣬患の予๷には、生活習׳のվળなど運動、食

生活、ېԎ、スτϨス回ආなどの重要性を指ಋすることが

大切です。

　また、日本॥環器学会のh 虚݂性心࣬患の一次予๷Ψイ

ドライン（2012年վగ൛）ɦに、虚݂性心࣬患のة険Ҽࢠ

となるපଶについてまとめられています。同Ψイドライン

は 8FC ެ開されていますので、ৄしくはそちらをご参照

く だ さ い（IUUQ���XXX�K-DJSD�PS�KQ�HVJEFMJOF�QEG�

+$42012@TIJNBNPUP@I�QEG）。

　次回も、引き続き虚݂性心࣬患についてղઆします。

ද　 ओͳ݂߅খ൘ༀͷ࢖༻্ͷ஫ҙ఺

̍ɽΞスϐϦンʢόイΞスϐϦン �ʣ

ᶃ出࢈予定日12ि以内の೛්にې忌です。
ᶄ ٸ性心࠹ߎےならびに೴ٸ࠹ߎ性ظの初࣏ظ療において、

ぐ場合には、初回౤༩時には本ٸ用の発現を࡞খ൘݂߅
剤をすりつぶしたり、かみࡅいて෰用します。

ᶅۭෲ時の෰用をආけることが望ましいとされています。

̎ɽΫϩϐυάϨルེࢎԘʢプラビッΫス �ʣ

ᶃ ඇスςロイド性ফԌ௟௧薬（φプロΩセン等）、ݻڽ߅剤、
݂খ൘ڽ集཈੍࡞用を有する薬剤、݂ખ༹ղ剤、オメプ
ラκール、選୒的セロτニン࠶取り込み્֐剤（443*）

（フルϘΩサミンマϨインࢎԘ、Ԙࢎセルτラリン等）は
併用஫意です。

ᶄ ݂ ખ性݂খ൘減少性ࢵൗප（551）、無ᰒཻٿ঱、重ಞな
؊ো֐等の重大な෭࡞用が発現することがあるので、౤
༩開始後２Χ月間は、２ि間に１回ఔ度の݂ӷࠪݕ等の
実施を考慮します。

ᶅ 虚݂性心࣬患を対৅として本剤を適用するにあたっては、
ローデΟンάドーズ౤༩（౤༩開始日に300ᶴを౤༩す
ること）及びアスピリンとの併用によって出݂のリスク
がߴまる可ೳ性があることをे分考慮します。

̏ɽプラスάϨルԘࢎԘʢΤフΟΤンτ �ʣ

ᶃ ݻڽ߅剤、݂খ൘ڽ集཈੍࡞用を有する薬剤、݂ખ༹ղ
剤、ඇスςロイド性ফԌ௟௧剤は併用஫意です。

ᶄ ۭ ෲ時の౤༩はආけることが望ましい（初回負ՙ౤༩を
আく）とされています。

ᶅ ݂ ખ性݂খ൘減少性ࢵൗප（551）等の重大な෭࡞用が発
現することがあるので、౤༩開始後２Χ月間は、２ि間
に１回ఔ度の݂ӷࠪݕ等の実施を考慮します。

ᶆ 体重50ᶵ以下の患者では、年ྸ、ਛ機ೳ等の他の出݂
リスクҼࢠ及び݂ખ性イϕンτの発現リスクを評価した
上で、必要に応じて維持用ྔ１日１回2�5ᶴへの減ྔも
考慮します。

（各ఴ付จ書よりൈਮ）



ҩྍ҆શ؅ཧೖ໳
ୈ�2ճ

病ӃػೳධՁͱҩ療҆શ

ೆ౦๺άϧʔϓçट౎ݍༀࡎ෦໳çθωϥϧϚωʔδϟʔ
ҩྍ๏ਓࣾஂࡾ੒ձç৽ඦ߹ϲٰ૯߹පӃçҩྍ҆શ؅ཧࣨ

ɹ ࢁຊ ਅ
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ら、ප院としての医療҆全への対応をৄ細に֬ೝされ
ることになります。また、実際の現場における医師・
؃護師ほか関係するすべての職種で、診療・ケアにお
いて֬実で҆全・҆心な実ફが֬ೝされます。特に、
チーϜ医療が重視され、薬剤師に対するظ待もかなり
。くなっていますߴくなっており、そのハードルもߴ

安全対策の実施状況は報告書等で明確に
部署訪問にて薬剤師もサーベイヤーから質問あり

　医療҆全分野では、まず医療҆全に関する組৫が֬
立されているかが֬ೝされます。医療҆全؅理ࣨのࣨ
長・医療҆全؅理者、医薬品҆全؅理責任者・医療機
器҆全؅理責任者や؃護部門・事務部門との関わりが
໌֬になっている必要があります。
　当院の医療҆全؅理ࣨは院内感છ対ࣨࡦとة機؅理
ࣨが同じ部屋の中にあり、それぞれ情報がڞ有Խしや
すい環境になっていることをアピールϙインτとしま
した。施設によっては医療҆全؅理ࣨと感છ対ࣨࡦを
ผの場所（部屋）に設ஔしていますが、医療҆全と感છ
対ࡦの情報ަ׵やڠ力体੍ができているかを֬ೝされ
ることがあるようです。
　また、医療҆全؅理ҕ員会が設ஔされていることは
当たり前ですが、実際に各現場で医療҆全を୲当する
組৫を࡞ることも必要です。当院では、ච者の޷みも
あるのですが、事ނをະવに๷ぐことを目的とするた
め、医療҆全؅理ҕ員会の下部組৫として「セーフς
Οマωジϟー部会」を࡞り、各職場から中ݎクラスの
職員をセーフςΟマωジϟーとして選任し、ि１回セ
ーフςΟマωジϟー部会ΧンフΝランスを開࠵、月に
１回以上ラウンド（対ࡦの実施が֬実に実行されてい
るのか֬ೝ）を行っています。
　医療҆全؅理ҕ員会の開࠵ঢ়گもٞ事࿥等で֬ೝさ
れます。院長・؃護部長・事務長は当વですが、ҕ員

新病院の「業務見直しの機会」として
第三世代の病院機能評価を受審

　先日、৽ඦ合ϲٰ総合ප院が、ୈੈࡾ代のප院機ೳ
評価を受৹しました。ච者はこれまで、ୈ一ੈ代・ୈ
二ੈ代の৹ࠪを他施設で経験しました。今回受৹した
ୈੈࡾ代（機ೳ種ผ൛評価߲目ʪ3SE(�7FS�1�0ʫ）は、
プロセスを重視した評価内容に変わっています。ୈ
一ੈ代・ୈ二ੈ代の๚問৹ࠪは薬剤部長として、今
回は医療҆全؅理者として対応しましたが、ୈੈࡾ
代（機ೳ種ผ൛評価߲目ʪ3SE(�7FS�1�0ʫ）は৹ࠪの内
容が大きく変わっていたこと、また医療҆全؅理者
として初めて受৹対応を行ったことから、本ߘでは
医療҆全を中心にその経験等を紹介します（2015年
̐月からは 7FS�1�1となり、一部৹ࠪ内容が変ߋさ
れます）。
　৽ඦ合ϲٰ総合ප院は、2012年̔月に৽نオープ
ンしたためྺ࢙やաڈの経験がなく、ほとんどの職員
が৽ن採用者であり、また開院時は全ප౩フルՔ動で
はないため、入院・外来患者さんの増加に൐って必要
な職員を計画的に増やしてきました。そのため、開院
に合わせて৽しく࡞ったルール等を、全職員・ҕୗ職
員に֬実にप知することが大きな問題でした。ですか
ら開院間近のころから「業務見直しの機会」としてප院
機ೳ評価の受৹をݕ౼していましたが、ප院もフルՔ
動に近づき、開院から15Χ月経った2014年̐月、
今回のප院機ೳ評価受৹がܾまりました。
　実際に受৹するප院機ೳ評価がୈੈࡾ代（機ೳ種ผ
൛評価߲目ʪ3SE(�7FS�1�0ʫ）であることが֬定し、
४උを始めました。ච者は2013年̐月から医療҆全
؅理 （ࣨ専任医療҆全؅理者）݉ 務となったため、医療
҆全؅理者として主に医療҆全に関する業務の構築と
見直しを୲当することになりました。
　ୈੈࡾ代（機ೳ種ผ൛評価߲目ʪ3SE(�7FS�1�0ʫ）か
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の出੮཰は数ࣈとしてԡさえておきましょう。特に、
院長・؃護部長・事務長の出੮཰がஶしく低い場合は、
リーμーシップの面でも問題となります。
　「インシデンτ・アクシデンτ報告は出ているの
か？」、「アクシデンτ報告はどのような内容が多いの
か？」、「アクシデンτに対して分ੳ・対ࡦの立Ҋと実
施・実施後のޮ果の֬ೝが行われているのか？」も֬
ೝされます。どの施設でも医師からの報告が少ないよ
うで、全体の中での医師の報告書のఏ出཰や、医師か
ら出た報告書内容が֬ೝされることがあります。また、

「医師からఏ出を活発Խするような工෉を行っている
のか？」と質問されることがあります。当院では、医
療҆全؅理ҕ員会の中で医師からのੵۃ的な報告をお
しています。現在ࡌいし、ٞ事࿥にもそのことを記ئ
は手書きの報告書のため、各職種から報告を出やすく
し、報告内容のڞ有Խをより֬実にするため、ిࢠԽ
をݕ౼していることもアピールしました。最後のߨ評
および意見ަ׵の際に、サーϕイϠーからも報告書の
Խについて৮れていただいたため、今後のಋ入がࢠి
。待できると考えていますظ
　対ࡦの実施ঢ়گの֬ೝは、セーフςΟマωジϟーが
άループでラウンドを行っています。その結果は、セ
ーフςΟマωジϟー部会および҆全؅理ҕ員会にて報
告しています。ラウンドの実施ঢ়گも֬ೝされている
ようですので、記࿥等のॆ実も必要です。
も記࿥が֬ೝされ、参加100ˋを目࠵修会の開ݚ　
指した工෉や対ࡦ、医師の参加ঢ়گについて質問があ
りました。当院では、全体ݚ修会は必ず同じ内容で５
ʙ̒回開࠵し、開࠵時間も変えて、ன（12�00ʙ
後（15�00ʙ16�00）・༦方（16�30ʙޕ・（13�00
17�30）にしています。それでも参加100ˋとはな
らないため、ݚ修会を࿥画し %7% Խしてିし出しを
行っています。また、職員のみではなくҕୗ職員（ਗ਼
૟や調理等）にも参加を依頼し、参加できなかったҕ
ୗ職員にも %7% のିし出しを実施しています。৹ࠪ
では、ିし出し記࿥や実際に視ௌした職員・ҕୗ職員
の報告書等で実施の֬ೝが行われました。ݚ修会は必
ずࣸਅをࡱっておき開࠵報告書に入れておくと、開࠵
ঢ়گがサーϕイϠーから֬ೝできるためおקめです。
も、各職種ごとに参加཰を出しておگ修会の参加ঢ়ݚ
き、数ࣈとしてすぐに౴えられるようにしておきます。

　サーϕイϠーは、各職場をラウンドして、҆全֬保
のための方ࡦについて֬ೝします。؃護師だけではな
く、薬剤師はどのような方๏で患者ޡೝを๷ࢭしてい
るのか、同༷に臨চࠪݕは、์ࣹઢは、と֬ೝします。
༌݂・స౗సམ・਎体߆ଋに関することはৄ細に֬ೝ
されます。医療機ೳ評価機構にఏ出する資ྉの中にも、
インシデンτ・アクシデンτ報告数がありますが、༌
݂に関するものはその中で何݅であるのか報告します。
日ৗ行う集計࡞業で、༌݂に関する報告の݅数を集計
しておくと良いでしょう。それ以外には、「コンフリ
クτ・マωジメンτ」に対する対応ঢ়گや、2015年
10月１日に੍度施行となる「医療事ނ調੍ࠪ度」につ
いても、面接調ࠪ等の中で話題となっていました。

˔　　　　　　　　　　˔

　̒月ごろには、今回のප院機ೳ評価の結果報告が当
院にಧく予定で、現在までの対応ঢ়گの֬ೝと今後の
課題が໌֬になります。「業務をվળしたい」と考えた
ときに、自分だけでできる業務への対応は؆୯ですが、
多職種が関係する場合は利֐関係があるため؆୯には
話が進みません。ୈࡾ者から「質のվળのために必要
である」と指ఠをいただくと、利֐関係があってもվ
ળが比ֱ的؆୯に進むことがあります。ප院機ೳ評価
を受৹し、一発ೝ定が理૝ですが、これを目標にする
と、強いプϨッシϟーとなり௵されてしまいます。あ
くまで現ঢ়を見ていただくことが大切です。日ৗ実施
している業務が、他施設ではあまり実施されていない
素੖らしい仕事であることが分かることもあります。
また、े分やっていると思っていても、ୈࡾ者の目か
ら見ると不े分であることが分かることもあります。
良い఺が分かればやる気が出るし、足りない部分が໌
֬になればվળの目標も立てやすくなります。あくま
で質のվળが目的であることを๨れずに、受৹४උを
行いましょう。
　今回の受৹४උを行う中、実は思わぬルールのप知
不े分が見つかったり、今まではデΟスΧッションす
る機会がなかった方とも話し合う機会ができたことは、
質վળにおいて進าであったと感じています。受৹४
උ中は本当に大変でしたが、ප院全体が同じ目標に޲
かって進むという一体感が生まれるため、๚問৹ࠪの
後はいつも受৹して良かったと感じています。
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